
「 福井鉄道「鉄道事業再構築事業」

の現況について

平成２４年４月13日平成２４年４月13日

地域公共交通のあり方を考えるシンポジウム

福井鉄道株式会社
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1.  鉄道事業再構築実施計画の認定

• 鉄道事業再構築事業とは、最近の経営状況に鑑み、そ

の継続が困難となり、又は困難となる恐れがあると認め

られた鉄道事業者を対象として経営の改善を図るとともられた鉄道事業者を対象として経営の改善を図るととも

に、市町村等の支援を受けつつ、一定の条件を付加し

て事業構造の変更を行うことにより、その路線における

輸送の維持を図ることを目的としている輸送の維持を図ることを目的としている。

• 福井鉄道は国土交通大臣より平成２１年２月２４日

第１号に認定された。
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福井鉄道 住民の支援

2. 再建スキームの概要

運 ⾏

福井鉄道
[ 新経営体制 ] ・サポート団体=利用促進活動

名古屋鉄道
[旧経営体制 ]

福井鉄道 鉄道施設
保 有

・１０億円増資･株式譲渡

経営から撤退設 備
更新費

[旧経営体制 ]

運 ⾏
国・福井県

安全対策の強化
・１０年間 約３１億円

更新費
補 助

無償貸付

福井市・鯖江市・越前市

鉄道施設
保 有

１０年間 約３１億円
(内国庫約１０億円)

・軌道土木関係
・電気関係
車両関係

無償貸付

福井市 鯖江市 越前市

⼟地保有⼟地保有

・車両関係

維 持
修繕費

１０年間 １２億円
線路、電路
維持修繕費等修繕費

補 助
維持修繕費等

鉄道用地 ３市に１２億円で売却
・累積債務と固定資産税の軽減
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3‐1.地域に親しまれ地域とともに歩む企業を目指す

福鉄自身によ
行政の支援 る経営改善

事業構造の変更 ・安全性・安定性の確保

・鉄道用地の取得
・設備の更新・維持
修繕費の補助

・地域への貢献
・営業戦略の強化
・地球温暖化問題への貢献

住民の支援

修繕費の補助 暖 問題 貢献
・健全の確保

住民の支援

・乗る運動乗る運動
・マイレール運動
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3‐2.地域に親しまれ地域とともに歩む企業を目指す

◎安全対策
維持修繕 設備更新 年間利 者 現状・維持修繕、設備更新

◎営業の強化

安
全
で

＜年間利用者の現状＞

１６１万人 (Ｈ１９年度)◎営業の強化
・運賃体系の見直し
・駐輪場の整備
・バス事業との連携

で
利
用
し

１６１万人 (Ｈ１９年度)

・バス事業との連携
・お客様へのサービス向上

し
や
す
い＜１０年後の目標＞

◎新駅の新設
・新たに４駅を設置

い
福
武
線

＜１０年後の目標＞

２００万人 (Ｈ３０年度)

◎パーク&ライドの推進
・駐車台数１２５台を

３９３台に拡大

線
へ 約３９万人増

(1,070人/日)
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4.地域との連携事業

・ サポート団体との連携実践サポ ト団体との連携実践

沿線ウォーキング風景新駅開業セミナー風景

カーフリーディー 北府駅を愛する会イベントリ ィ 府駅を愛す 会
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5.沿線案内及びパーク&ライド設置状況

鉄道線

越
前
武
生

北

府

家

久

ｻ
ﾝ
ﾄﾞｰ

ﾑ
西

西
鯖
江

西
山
公
園

水

落

鳥
羽
中

三
十
八
社

泰
澄
の
里

浅

水

江

端

ﾊ
ｰ
ﾓ
ﾆ
ｰ
ﾎ
ｰ
ﾙ

清

明

ベ
ル
前

花

堂

赤
十
字
前

神

明

ｽ
ﾎ
ﾟｰ
ﾂ
公
園

63台 13台 27台 10台 80台 15台 5台 11台 45台 38台 18台 50台 12台

凡 例

木
田公

園

市
役

仁
愛
女

田
原

軌道線＝急行停車駅

＝駅員配置駅

ﾟ 有料 四
ツ
辻

園
口

役
所
前

女
子
高
校

原
町

＝ﾚｰﾙ&ﾊﾟｰｸ(１駅有料)

＝レンタル自転車(無料)

駅

ﾊﾟｰｸ&ﾗｲﾄﾞ ＝ 387台
有 料＝浅水駅(県営)
条件付＝ﾍﾞﾙ前(ＳＣお買い物券3,000円購入)

前防犯カメラ
案内放送設備

木田四ツ辻・公園口・仁愛高校
を除き設置
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6.電車・バス等との連携強化策
浅水地区の循環バス結接

赤
十
字
病
院
シ
ャ
トト
ル
バ
ス

公
立
病
院
無
料料
タ
ク
シ
ーー
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7‐1.主な増客&増収対策

会員制 高齢者外出支援事業

会員数3 500名 前年実績27千枚

沿線３市補助事業&ハッピー会員拡大施策

沿線３市観光誘客施策会員数3,500名 前年実績27千枚 沿線３市観光誘客施策
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カ １
野外学習補助制度

7‐2.主な増客&増収対策

沿
線
３
市
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野外学習補助制度

市
補
助
事
業

ブ
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の
販
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業 協
賛

夏・年末年始の風物詩
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年度 新たな施策

7‐3.主な増客&増収対策

Ｈ２４年度 新たな施策

・高齢者の取組対策
・ハッピー会員への自動移行
・会員目標数 ２，５００名
・発売目標 １５，０００枚
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8.乗車人員の推移9,230 
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ご清聴ありがとうございました
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